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［ご意見］ 
 １ 雑木林、境山野緑地（独歩の森）は、武蔵野市の格別な存在であり、この度の緑の基本計画

において雑木林の保全・更新計画を示すべきであると考えていますので、以下の通り意見を提

出します。 
   なお、２０１８年９月にＮＰＯ法人市民まちづくり会議・むさし作成による報告書「武蔵野

市の雑木林の現状と課題」が出されています。この報告書に、境山野緑地の歴史的文化的価値

や生物多様性に富んだ武蔵野市にとって格別の場所であること、２００８年緑の基本計画が実

行されていなかったため、その保全・更新が遅れている状況であること、２０１８年には、倒

壊のおそれがあるとして枯損木１５本が伐採されたこと等が報告されています。境山野緑地は

７０年以上萌芽更新されず、このまま手をこまねいていては、次々に老木化していくばかりで、

保全すら出来ないことになります。境山野緑地の価値について、この度の緑の基本計画におい

て再確認するとともに、保全と更新に着手する必要があります。私はＮＰＯ法人市民まちづく

り会議・むさしの会員ではありませんが、上記報告書を委員の方にもぜひご一読願いたいと存

じます。 
    

（１）第１章、１、武蔵野市の緑に関するこれまでの経緯の記述について 

 ここには、「雑木林」が記述されていません。「雑木林」は、形式的に樹林に含まれ

るということでしょうか。しかし、雑木林は、武蔵野ならではの歴史や文化、生物多

様性のある集合体として価値がある格別な存在です。境山野緑地（独歩の森）は、市

の代表的な緑として各種パンフレットに掲載されています。市内に唯一残された雑木

林として境山野緑地の雑木林を保全・更新していことは、武蔵野市にとって大きな課

題であり、雑木林を明記するべきです。 

     （２）第１章、３（２）について 

緑の定義に、雑木林を個別に記述すべきです。 

緑の役割の「地域の歴史の継承」に雑木林も加えるべきです。 

   （３）第１章、４（２）歴史の面影を残す緑について 

      境山野緑地の自然環境は、本来生物多様性に富むものである旨の記述を追加して



いただきたい。 

   （４）第２章、１、（２）。２） 緑を再生させるについて 

      境山野緑地については、２００８の計画が進んでいないこと、保全・更新を急ぎ

要する状態であることを記述すべきです。 

（５）第２章、２（２）、公園緑地、街路樹、学校の緑などの管理について 

    境山野緑地の高木化、光の入らない暗い林になっていること、林床の裸地化な

どの憂える現状を認識し、意見の集約を急ぎ、保全と更新方法を決定し、着手す

る必要がある旨の記述にすべきです。 

   （６）第３章、２、（２）、基本施策と個別施策について 

      基本施策－２ 個別施策 ②水と緑の軸・緑の拠点の継承 

     「境山野緑地などの樹林の保全方法について引き続きの検討」との記述は反対です。

これから更に１０年間検討していたのでは、境山野緑地は保全も出来ず、更新の機

会も失ってしまいます。「検討を急ぎ、保全と更新に着手する」とするべきです。 

 

    

    ２  ｢武蔵野市緑の憲章｣が冒頭に掲げられ、武蔵野市の緑の施策の基本であることが確認され

ていることは大変良いと思います。 
 
３ 第１章２ 緑をとりまく社会背景と主な動向については、財政的な制約が強調され過ぎて

いるように思います。 
都市化が進み地価の高い武蔵野市にあって、土地を取得して公園化することが難しいこと

は分かりますが、緑のまちづくりは、都市化した武蔵野市であるからこそ大切なのです。長

期計画の１つの柱になる重要な計画であり、相当な財政の投入は必要ですし、防災機能も併

せた、ゆとりある緑の空間を創出するのはよいことです。 
 

なお、上記報告書は別に郵送させていただきます。以上です。 
 

 

 

 

 

※お寄せいただいたご意見は、整理したうえで公表いたします。ただし、個々のご意見には直接

回答はいたしませんので、あらかじめご了承ください。 


